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図画工作科における実体験を取り入れた授業づくり
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The cu町entCourse of Study requires developing the personality of each individual child， and 
bringing out the ful potential of children in Art and Handicraft class. Examining previous papers 
has made it clear that it is crucial that children have an awareness of the task at hand， tomake it 
possible旬 fostertheir creativity. In this study， lesson plans were examined， with the materials to 
use in class chosen according to the circumstances of the children in mind. 
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1 先行研究の検討
(1)図画工作科の目標
①教科目標の概要
平成 20年度改訂の小朝交学習指導要領解説図
画工作科編(以下「学習指導要領Jと述べる。)で
は，教科の目標について「表現及び鑑賞の活動を
通して，感性を働かせながら，っくりだす喜びを
味わうようにするとともに，造形的な創造活動の
基礎的な能力を培い，豊かな情操を養うJことと
ある。
「感性を働かせながら」という文言は f児童の
感覚や感じ方，表現の思いなど，自分の感性を十
分に働かせること」を意味している。「表現及び鑑
賞の活動において，児童の感覚や感じ方などを一
層重視することを明確にするJねらいがある。
「っくりだす喜びを味わうようにする」とは，
「感性を働かせながら作品などをつくったり見た
りすることそのものが喜びであり楽しいことJを
示している。「喜びゃ楽しさは，形や色などに対す
る好奇心，材料や用具に対する関心やっくりだす
活動に向かう意欲などの造形への関心や意欲，態
度を支えるもの」となる。
「造形的な創造活動の基礎的な能力を培い」で
は， I表現及び鑑賞の活動を通して，育成すべき能
力Jを示している。
「造形的な創造活動Jとは， I自分の思いを形
や色などで表したり，よさや美しさを感じ取った
りするなどの活動」である。「基礎的な能力」とは，
この「造形的な創造活動」を実現するために必要
な能力のことであり，具体的には「発想や構想，
創造的な技能，鑑賞などの能力のこと」である。
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「発想、や構想、の能力Jとは， I形や色イメー
ジなどを基に想像をふくらませたり，表したいこ
とを考えたり，計画を立てたりするなどの能力J
である。
「創造的な技能」とは， I材料や用具を用いた
り，表現方法をっくりだしたりするなどの能力J
である。
「鑑賞の能力」は， I作品をつくったり見たり
するときに働いているよさや美しさなどを感じ取
る能力」である。
「豊かな情操を養う」は， I図画工作科の目指
す姿」を示しており「児童の情意の調和的な発達
をねらしリとしている。
小学校学習指導要領図画工作科の内容の構成
については，教科の目標及び学年の目標を受けて
IA表現JIB鑑賞J及び〔共通事項〕で内容が
構成されている。
表現領域の内容構成では「発想、や構想、の能力」
と「創造的な技能Jの二つの観点から学習内容を
改善，整理している。
表現領域の授業づくりでは，この二つの観点を
特に重視しなければならない。
② IA表現」における目指す児童の姿
学習指導要領解説において IA表現jの内容
は， I児童が進んで形や色，材料などにかかわりな
がら，かいたりつくったりする造形活動を通して，
発想や構想の能力，創造的な技能を高めるもので
ある。Jとしている。
学習指導要領では， I造形活動jが「材料やその
形や色などに働きかけること」から始まる側面を
もつことをあげている。
この側面の説明として「身近にある自然物や人
工の材料，その形や色の特徴などから思いついた
造形活動を行うものj と述べている。
また， '材料に働きかけ， 自分の感覚や行為な
どを通して形や色をとらえ，そこから生まれる自
分なりのイメージを基に，思いのままに発想や構
想を繰り返し体全体を働かせながら創造的な技
能を発揮していく」児童の姿を目指していること
が分かる。
③表したいことを絵や立体， 工作に表す活動
「表したいことを絵や立体，工作に表す活動j
の概要は「児童が感じたこと，想像したことなど
のイメージから，表したいことを見つけて，好き
な形や色を選んだり，表し方を考えたりしながら，
絵や立体，工作に表すことjである。
表1に，文言についてその表す意味をまとめた。
表 1. r A表現jにおける文言とその意味
文言 意味
表したいこと 自分の夢や願い，経験や見たこ
と，伝えたいこと，動くものや
飾るものなどの児童が表したい
と思うこと
絵や立体 絵の具などで平面に表したり，
粘土などで立体に表したりする
こと
工作に表す 意図や用途がある程度明確で，
生活を楽しくしたり伝えあった
りするものなどを表すこと
( 2)図画工作科における課題
①五感を働かせた実体験の不足
野村・(2000)は，図画工作科における課題として
「五感を働かせた実体験の不足Jを指摘している。
「身近に美術館や文化的施設も増え，桂毘頁でも
美しい色彩や造形に接する機会も増えた。反面，
アピールばかり上手で作品の内容が伴わない子ど
もや，子どもの本来持っている力を引き出そうに
も，実体験の不足で引きだすものに乏しい現状も
無視できないJとし現在の子ど、もの熟曹がわか
る。
「メディア上での疑似体験が急増し，実体験を
伴わないまま，作ったつもり，描いたつもりにな
ってしまうケースも増えた」と述べ，子どもの「実
体験の不足Jを図画工作科における献耳とした。
②造形活動を支える「創造的想像」
奥田(2000)は， '図画工作・美術教育における造
形活動」は「感性による『創造的想像~J によって
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支えられていると述べている。
この「創造的想像」は「過去の経験を組み合わ
せて新しい心象(イメージ)を創ることJと定義さ
れている。
奥田(2000)は， 'W創造的想像』によって材料の
形や色などを工夫し，新しい形や色をっく り出す
といった，まさに造形表現を通して，想像的な造
形作品jが生まれ， '美術教育で大切にしたものは，
まさにこの『創造的想像』なのであるJと述べて
いる。
( 3)図画工作科における授業の組み立て
①図画工作科における授業づくりの視点
古田(2000)は，図画工作科における授業づくり
のための視点として「耕寸化・題材設定の際，教
師は自己の鑑賞 ・制作体験を基に，以下の三つの
要素についてウェイトのかけ方を検討することに
なる。Jとしている。
三つの要素のどこにどれだけの選択の幅を持
たせるかは授業のねらいや児童の実態によって変
化させていくことが重要である。
その三つの要素は「①主題(テーマ)・題材(モ
チーフ)J ，②技法・表現隷式(スタイノレ)J ，③材料・
用具」である。表2に三つの要素の詳しい内容を
文献を基に再構成したものである。
表2.授業づくりの三つの要素
①主題(テーマ)・題材(モチーフ)
・「何をJ表現するか
・「喜び」という主題(テ マー)， '秋の遠足」と
いう題材， '旅先で出会った美しい風景J，飼
っていたベットの死」といったモチ}ブなど
を指す
②技法・ 表現様式(スタイル)
. 'v、かにJ表現するか
・「平面J，立体J，写実的」などの表現議式
・「厚塗り(不透明世法)J '薄塗り(透明描法)J 
「大きなタッチで描くJ，細かなタッチで描
くJなどの表現様式
G洋才料・用具
・「何を用いて」表現する
・「絵の具J'クレパスJ，色産能在j
-支持体(紙など)の種類 ・色・大きさ
②参考作品の提示の意味
園画工作科では，参考作品を見て，児童が自分
の作品のイメ}ジを発想したり，制作していく上
でのヒントにしていったりすることがある。
古田(2000)は，作品や資料の提示方法の意味は
「子どもの豊かな造形表現を目ざす」ことである
としている。「さまざまなかたちで参考作品や資料
を児童生徒に提示」することで児童の学習に生か
すことができるようになる。
また古田(2000)は，作品や資料の提示の仕方を
生かした授業の展開にも触れている。
題材との出会わせ方では， I児童生徒が学習内
容の理解や作品のイメージづくりのヒントにした
り，制作の見通しがもてるようにするために，そ
の題材の代表的な完成作品を資料として見せる場
合があるJのである。
表現活動の途中では， I児童生徒に気づかせた
り考えさせたりしたい内容を導くような資料を示
すことがある」とした。
図画工作科の学習においては， I参考作品や資
料の提示は特に大切な役割を果たしている」こと
が分かる。
「資中よ|提示の効果を高めるためには，授業者自
身がその教材の作品を制作し，指導上のポイント
をつかむことが大切である」ことも示唆している。
一方で，古田(2000)は， I参考作品」によって児
童の「造形イメージjが， I指導者の意図する方向
に収束してしまう」ことを危倶している。
児童の作品が参考資料に影響される理由とし
て， I作品の出来栄えの素晴らしさJが印象に残り
「表現への強い憧れと作品のイメージのみが先行
してしまう」ことをあげている。
この問題への授業場面における対策としては，
「参考作品を示すときに，作品を表現した人の願
いやテーマと結びつけて提示する方法」を示して
いる。
以上のように，表現議式や技法と表現意図やテ
ーマがかけ再酎もないよう注意する必要性がある。
2 問題の所在と方法
( 1)先行研究より
学習指導要領では，「A表現j領域の内容を「発
想や構想、の能力」と「創造的な技能」とで大きく
区分していることが明記されている。
このことから，現在，子どもたちに望む育成し
たい資質や能力として「発想や構想の能力JI創造
的な技能」が「表現Jに関わって特に重要視され
ていることが分かる。
また，児童一人ひとりの感覚や感性を大切にし
ながら学習を進めていくことが一層強調されてい
る現状がうかがえる。
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加えて「創造的表現Jが児童の造形活動の支え
となることが奥田(2000)によって明らかにされた。
この「創造的表現Jは，学習指導要領に記載さ
れている「発想や構想の能力」と「創造的な技能J
とがうまく組み合わさり可能となる表現であると
考える。
「創造力」を奥田(2000)の考えを踏まえつつ，
「自分の経験を組み合わせながら発想し，自分に
とって新しい方法で、表現する力」と定義する。
そして児童の「五感を働かせた実体験の不足」
を踏まえ， I実体験」を取り入れるような授業が図
画工作科において必要とされていることが野村
(2000)によって明らかとなった。
なお，実樹受業では「発想や構想の能力」と「創
造的な技能Jとを関連させ合いながら「創造力J
を育成していくことをめざした授業づくりを行う。
授業づくりにおいては，図画工作科における教
材化の要素として「主題(テーマ)・題材(モチー
フ)J I技法・表現議式(スタイノレ)J I材料・用具j
の三つがあることが，古田(2000)によって整理さ
れている。
「主題(テー マ)・題材(モチー フ)Jの要素は，
児童の経験や発達段階などを踏まえ，設定されて
いく必要がある。児童が「表現」したいと思える
ような「主題(テーマ)・題材(モチーフ)Jのあり
方を考えることが授業づくりに求められている。
(2)教職専門実習Hより
前年度行った教職専門実習Hで配属された学級
に今回の専門実習Eでも関わることができたため，
筆者自身の児童理解がどのようなものであるのか
を明らかにするため，当時の児童の様子について
触れておく。
発聞に対しての反応や活動中の様子，操り返り
カードからの理解では，クラスの児童の多くは，
図画工作の授業に対して抵抗感を感じていない様
子で、あったO それは活動中も「手は使っていいで
すか。JI綿を使ったらもっと雲になるのに。Jなど
積極的に自分のイメージを広げたり具体化したり
する児童もいた。
一方で，児童の中には，隣や近くにいる友達が
制作中の作品の構図やモチーフ，色づかいを真似
し，そっくりにかいて自分の作品としている児童
がいた。
この行動は，あるテーマに沿って作品をつくる
ときに，自分なりの感覚や思いを手掛かりにしな
がら発想、を広げ，自分なりの表現を行うことが難
しかったためなので、はないかと考える。
(3)研究の目的
実体験を取り入れた授業を行うことは，児童の
創造力の育成につながるのかを明らかにする。
(4)研究の方法
絵に表す内容において，実体験は「生活経験」
と「五感を通した経験jの2つの経験に分けて考
え，授業に取り入れる。創造力の育成につながっ
ているか否かは児童の作品と，授業中の発言や学
習カードから判断する。
3 実践と結果
(1)教職専門実習E
①クラスの実態
教職専門実習rn(lO月中旬"-'11月初旬)では山
形市内のF小学校において第4学年の図画工作科
の授業を行った。
学級の人数は男子 14名，女子18名，特別支援
学級l名の計33名である。
児童の様子として，児童らは学校の学習発表会
において， リズムを自分たちでつくり，ダンスな
どを交えながら発表を行っていた。身体表現に抵
抗感がなく，またそれを恥ずかしがる雰囲気がな
いクラスである。
また担任の先生の指導もあって，自分の考えを
積極的に発表する児童が多い。筋道をたてて自分
の意見を言うことを重視した学級づく りが観察で
きた。
@光受業の概要
教職専門実習皿で行った2単元分の図画工作科
の授業の概要を表3にまとめた。図面工作の時聞
は1週間に2時間連続でまとめて取られていた。
そのため，授業実践は1つの授業てす車続して2時
間分行っているものである。
表3.単元計画
区分 | 実蹴受業
実践1 I言葉のイメージを色や形で表現しよ う
実践2 I音楽のイメージを点や線で表現しよう。
教職専門実習では，図画工作科の目標を踏まえ，
先行研究で得た 「実体験Jという視点を取り入れ
た指導方策と学習展開を考え実践を行った。
また，実践1と実践2の題材は共に教科書と指
導書の中から， これまでの学習内容を踏まえて選
択した。
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③実践1r言葉のイメージを色や形で表現しようJ
a.授業のねらい
言葉から形や色を発想し，自分なりに表現する
ことができる。
b.題材設定の理由
学級の児童は，今まで、に絵の具を使って色自体
を楽しんだり，ビ、ニールテーフ。や箱などの材料を
用いて夢の世界を作ったり している。
この題材は言葉をもとに形や色の組み合わせ
を考え，いろいろと試しながら発想をひろげて表
すことができるものである。言葉のイメ}ジを形
や色で表すことを楽しむと ともに， 友達の表現に
も関心をもちやすく，お互いのイメージの違いや
おもしろさに気づくことができるものである。
教職専門実習Hにおいて，友達の作品をまねし
て描いてしま う児童がいた。 このような児童が自
分なりのイメージをもち表現していくために，自
己の経験と結びついた 「言葉jをきっかけにする
ことで児童なりの表現が出てくるのではなし1かと
考える。他者の言葉ではない自分の言葉を発想の
起点とすることで，自分なりの表現が出てくるこ
とが期待される。
C. 指導と評価の実際
表4において実践授業1の授業展開の概要を
まとめた。
表4.実践授業1の概要
支橡 第4学年
実施時期 10月19日
材料・用具 画用紙，水彩絵の具
①五感や形・色などを表す身近な盲
葉を考え， r言葉のカードjをつく
る。
②「言葉のカー ド」の言葉は，どの
授業展開 ような形や色の組み合わせで表現
できるのかを試す。
③「言葉のカードjの言葉から思い
ついた形や色の感じを， r形・色の
カードJとして表す。
④それぞれのカードを見せあい，よ
さを味わう。
表5において実践授業1における指導内容と
評価の内容をまとめた。
今回児童の 「倉IJ造力Jをみていくための視点と
して， r発想・構想、」と「創造的な技能jの二つの
観点を特に重視して実践を行った。そのため， こ
の二つの観点を記載した。
表5.実践授業1における指導と評価内容
O評価規準
・言葉をもとにして，形や色を考え，いろいろと
試しながら発想を広げて表すことができる。
[発想・構想]
・言葉から思いついたイメージを形や色に生かし
ながら，工夫して表している。{創造的な技能1
0指導と評価方法
[指導上の留意点]
生活の中でよく使う言葉から言葉を発想さ
せていけるようにした。「曜日」や「気分J，I食
べ物Jなど「生活経験」や「五感を通した経験J
で得られることを表現する言葉を手掛かりに
して様々な言葉を出させるようにする。
[評価]
児童の発言や作品から， I言葉」と「形・色」
につまずきゃ偏りが見られる場合は，児童に
「生活経験」や「五感を通した経験Jを尋ね発
想を広げられるようにする。
授業の導入では，授業を実施した曜日である
「金曜日」としづ言葉をクラス全体になげかけ，
イメージすることから始めた。
金曜日の色や形をイメージさせると，児童から
は， I黄色JI赤JI金色」など暖色系の色があがっ
た。
金曜日の形を聞くと，児童からは「黄色とか赤
は元気な感じだからギザギザかなあ。JI金色はパ
っーとし1う感じで周りに向かっていく線にする。」
と発言が出てきた。
児童の中には「水曜日は青とか緑とかJとし1う
発言が聞こえてきたので，月曜日から日曜日まで
の曜日それぞれの色と形を発想させてみた。
五感を通して表れる言葉は， I今日の朝はどん
な気分で起きましたか。Jという発問を行い，児童
に発表させた。
「昨日は習い事でっかれたから，疲れた気分。J
「金曜日だ，ゃったーという嬉しい気分JI眠くて
起きるのがいやだなという気分JI朝日がまぶしく
て起きたから，もう朝かあという気分」などが出
てきた。疲れた気分はトゲトゲに，嬉しい気分は
丸やフワフワした色になりそうだと話し合った。
また， Iまぶししリという言葉の色や形を聞く
と，児童は「黄色とか白とか。キラッキラッって
いう感じの形Jだと話した。
カードを制作する活動中， I酸っぱい」という
言葉をもとに形や色をイメージした児童は梅干し
の形や色を表す作品であった。形としては「丸」
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「楕円J，色としては「赤」や「黄色」を使用して
いた。児童の中にはギザ、ギザとしたフォルムを描
き，黄色をぬり，点々をつけている児童がし¥た。
話をきくと， I酸っぱしリはレモンを食べると「ピ
ピ、ピツJと感じるからであると述べた。
「さわやかj という言葉から風景を思い描き表
現している児童がいた。草原の中にだいすきな馬
を描き，風を黄色や青で描いていた。児童は「風
がさら~っと(手を波線を描くようにゆるやかに
動かす。)していて，馬がゆっくりしている。草が
いっぱい生えてるのがいいんだ。Jと説明した。
「まぼろし」という言葉を色で表現した児童も
いた。白や銀色，ピンクや黄色などをつかい， I見
たことがない，きれいなまぼろしの何かJを表し
たと述べた。
児童Aは「暗黒」とし1う言葉から始まり f悪魔J
「地獄JI怖いJなどという言葉の連想をしていた。
色は「黒JI茶JI赤」のみ選択し塗り重ねて表現
しており，一見すると全部同じに見える。児童に
「どの言葉がどのカードになるのか。」尋ねると
「言葉のカー ドJと「形・色のカ}ドJとの対応
に迷う場面があった。
C. 児童の感想
・「ちゃんと言葉でかいたものを，色，形で伝えら
れるように工夫しました。びっくりなどは，は
じけてるかんじ，ねむたいなどは，丸がいっぱ
いなどです。」
・「し、ろんな色をまぜたり使ったりしていた。イメ
ジーでフ1<の量を調節した。J
. I家に帰ったらかるたゲームをして家族に知らせ
たい。J
d.考察①
筆者は，児童が「生活経験Jと「五感jをもと
にして，言葉とイメージの発想、が広がることを期
待し，発問した。
児童は「うれししリ「かなししリ「さわやかJIび
っくりJIすずししリなど色々な言葉が表現できて
いる。
普段やっているゲームの中で使われている言葉
を選択している児童もいた。一見すると色や形に
偏りが見られるが，話を聞くと微妙に色の混ぜ方
を変えているようで、あったO
「生活経験」と「五感を通した経験Jで得られ
る言葉をもとに表していく活動は，児童の自分な
りの表現を促していることが作品などから分かる。
④実践2r音楽のイメージを線や点で表現しよう」
a.授業のねらい
音楽をきいてうかんだイメージを点や線，面で楽
しみながら表現できる。
音楽を聴いてイメージをもっ。音楽を聴きなが
らそのイメージを点や線で表現していく授業を行
つ。
b.題材設定の理由
児童は言葉のイメージを形や色に表す授業を
通して，言葉や音楽のイメージを色キ形，点や線
などの抽象的な方法で表現することを学習した。
児童は関心をもって学習している様子で、あった。
友達の 「色や形のカードJをみてp 思いもつか
ない色と形の組み合わせをおもしろいと感じる児
童が多かった。その人なりの表現というものを受
け入れ，一緒に楽しむことができているようだ。
本題材は，音楽を聴いて目には見えない感情や
イメージをかく表現活動である。より一層抽象的
な表現となるような題材である。
C. 指導と評価の実際
以下実践した授業の概要を表6にまとめる。
表6.実践授業2の概要
対象 第4学年
実施時期 10月26日
材料・用具 画用紙，水彩絵の具(黒色)， 
①音楽を聴いて，イメージを話し合
つ。
授業展開 ②点や線の措き方について学ぶ。
③音楽を聴き，イメージを点と線で
表す。
④作品を発表する。
授業の前に筆者自身で音楽を聞きながら制作
してみたところ，つくろうとする作品の全体的な
イメージが，言葉で表現するには大変難しいこと
が分かった。
また，どんな点や線があり，どうするとかくこ
とができるのかを石留君、する時間が必要であること
が分かったo
「何をj表現するのか。 rv¥かにJ表現するの
かを児童にしっかりとつかませることで，児童が
自分の表現に向き合う時の考える材料になると考
える。
導入の時間では，表現技法の石信忍を行うことで，
創造的な技能につながればと考え実践した。
表7において実践授業2における指導内容と
評価の内容をまとめた。
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表7.実践授業2における指導と評価内容
O評価規準
-音楽だけではなく，自分や友達の線や面からも
発想することができる。[発想・構想]
・絵の具を使って線描や面描のほかに点描やぼか
しなど多様な表現技法を使っている。
0指導と昔刊面方法
[指導上の留意点]
[創造的な技能]
児童は「カードで味わう形 ・色」の授業を通
して，言葉や音楽のイメージを具体的な色や
形3 点や線などの描写で表現できている。ある
対象から発想や想像をふくらませ，表現するこ
とは児童にとって抵抗感が少ないことが観察
できた。
音楽を一度聴き 3 イメージを持たせ，そのイ
メージを点や線で表現させながら膨らませて
いくような導入にしたい。点や線のメモをとる
時間を十分に確保したいと考える。
[評価]
学習カードや授業中の態度から，児童がどん
な点や線で表すかでつまずきが見られる場合
は，どんなイメージを持ったのか聞きながら表
現方法を提案していく。
授業の始まりでは，音楽を聴いて，そのイメー
ジや感想を点や線で表すことを伝えた。
音楽を一度聴いてから児童に感想を尋ねた。
「怖いJr不気味Jr暗い気分Jなどが発表された。
音楽の登場人物を想像した児童もいて， r悪魔J
「ハリーポッターJr魔法使しリと述べた。
情景を思い描いた児童は， r夜の怪しげな林を
歩いてるようなJr世界が終わりそうなイメージJ
「魔女が魔法をつかっている。Jrお城の中におば
けがでる。」 と表現した。出てきた感想やイメージ
は板書してクラスで共有できるようにした。
また，出てきた感想やイメージを点や線で紙に
表現していくことを伝えると「え---.，，?J rどうゅう
こと ?J とし1う戸惑う声が児童からあがった。
点や線にはどんなものがあるのか尋ねると，
「波線Jr直線Jrぐにやぐにや曲がった，線Jrふに
やふにやの線j という言葉が児童から出てきた。
その中で「夜の林なら上から矢印みたいなのを
かく。」というつぶやきも聞こえ，すでに音楽のイ
メージから点や線を想像している児童もいた。児
童が点や線を描くたびに「僕のはまだまだ違う
な。Jrちょっと違う。Jrまだあるよ。」とし1うつぶ
やきがあった。
学習カードに音楽のイメージを表した点や線を
メモする活動中，児童の中に「恐怖はなんだろう。」
というつぶやきがあった。
児童に話を聞くと「暗い中を歩いてる感じがし
たから怖くなったoJと言い「ずっと歩いてる線に
する。Jと自分の線を決めた干葉子で、あった。
クラスからは， r線で丸書いてみてし¥1，¥カミな。J
fギザギザの線にした。」と言いながら，思い思い
のイメージで表現しようとする姿が見られた。
メモをしたのち，もう一度音楽を聴きながら，
イメ}ジを点や線で表現させた。
児童はみな思い思いに筆を運んでいる様子で
あった。曲を聴き終わると「色をぬりたいJrもう
一度聴かせてJrもっと広い紙がし、い」という発言
が出てきた。
d.児童の作品
以下， 3つの事例をとりあげる。いずれの事例
弘前年度の実樹受業の中では，自分なりの表現
ではなく，他者の様子を観察し制作していた児童
をあげている。今回授業を行ってみて，児童の作
品はどうであったかを述べてし1く。
[事例1.児童A]
資料1:児童Aの作品
f軍基綴jを位!."''''~湯河内事.: ~ ， 
①著者綴のイメー~・ E豊富量 4 
-セ料/1方、Yljをう
. '11，ぅi)、
側調砂
織
資料2:児童Aの学習カード
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児童Aは筆者が前年度行った「夢の世界を描こ
う」という授業で近くにいる友達の作品を見て，
描かれているテーマやモチーフをまねして描いて
いる姿が見られた。実践授業2では「世界が終わ
りそうJrきょうふJrまほう使いJr夜の林Jr嵐J
というイメージを書いている。特に「嵐Jは児童
Aが自分なりのイメージをもつことができている。
作品発表では， r嵐はいきおいがある線みたいにし
た。j と述べ，表現できているようで、あった。
[事例2.児童B ] 
資料3:児童Bの作品
-~J を了 噌匂
(1)官員誕のイメー ジ・餓組ー -
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資料4:児章Bの学習力一ド
児童Bは前年度作品を作るまでに時間がかか
る鞘蚊があった。何を描きたいのかを発想し構想
するまで、につまずきがあると予想される。
今回はイメージや感想を自分で考えている姿
が見られた。「こわしリ「きょうふJrぶきみJr夜
の学校Jrゅうれいがおしゅミけてくるjというイメ
ージを書いた。「ゅうれいがおいかけてくるjとし1
うイメージは児童Bだけが書いている。
このことから，児童Bが何を表現したし1かが発
想しやすかったので、はなし哨ミと考えられる。
作品についても「幽霊がでてくるところはぶき
みな点々で表してみました。」と言い，自分なりの
表現で表していることが分かる。
[事例3.児童c] 
E 、
、- - -"" 
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資料5:児童Cの作品
資料6:児童Cの学習カード
前年度の授業中の様子として，児童Cは児童B
と席も近いため，授業中二人で、相談しあっては二
人とも似たような作品をつくっている姿が見かけ
られた。
作品の構図やモチーフが非常に似ており，何を
措けばいいのか迷ったためで、あると考えられる。
実蹴受業2で、は相談する姿はあったものの「か
なしい」と「夜のはか」という自分の言葉で音楽
のイメージを書いていた。
作品発表では， 1かなしい感じは薄い色で線を
かいた。jとし，色の濃さを考えて表現したことが
分かる。
e.考察②
音楽を聴くとし寸経験は，児童が自由にイメー
ジをもちやすくさまざまに発想することができる
ということが分かった。
今回はより抽象的な表現をもとめる題材であ
ったが，色を黒にしぼり，点と線で表すという条
件を加えたため，事例にあげた児童にとっては発
想や構想しやすいものとなったと考えられる。
そうであるため，創造的な表現にまでいくこと
ができたのではないかと考えられる。
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4 結果と考察
先行研究をもとに，授業の中に実体験を取り入
れると，創造力の育成につながることが分かった。
それは，前年度，絵を描くまでに時間を要した児
童の授業中の様子や発言，作品から分かる。これ
は教材の三つの要素の一つである「主題(テー
マ)・題材(モチー フ)jにおいて「何を表現するか」
が「生活経験jや「五感jを手j卦かりにすること
で，児童にとって身近なものになり，発想や構想
しやすいもので、あったからだと考える。
授業中は，古田(2000)が指摘している「参考作
品によって児童の造形イメージが，指導者の意図
する方向に収束してしまうJことがおきていた。
教師の示す表現方法にとらわれ，自分なりの表
現を十分に深めることができなかったのは，作品
を提示したあとの筆者の言葉かけが適切ではなか
ったからで、はなし1かと考える。
授業の導入において，教師の側から， 1この点
は00というイメ}ジで描きました。」のあとに
「自分だったらどんな点や線になりそうですか。」
など，児童に自分なりの表現を考えることを促す
発聞が必要で、あった。
5 到達点と課題
児童の創造力の育成において，授業の中で実体
験を取り入れることは有効であることが分かった。
参考作品の提示や教師の発問については，児童
の発想、をより広げていくために最善で、はなかった
部分もあり，今後の訊喧として検討していく必要
がある。
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